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「
藩
庁
日
記
」

「
凶
事
媛
』

に
つ
い
て

と

篠

雄

村

正

津
軽
藩
に
於
け
る
神
社
支
配
に
つ
い
て
、
官
事
醤
奮
と
を
鶏
べ
て
い
る
と
、
こ

れ
が
、
司
藩
庁
日
記
恥
(
注
2
〉
と
大
変
関
連
あ
る
記
事
を
の
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、

と
『
凶
事
帳
』
と
の
関
保
の
一
部
b
u
指
摘
し
て
、

蕃

叫
藩
庁

庁
日
記
』
を
み
る
議
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。

付

『
凶
事
帳
』
の
一
四
ケ
所
に
、

の
ベ
一
一
一
九
通
の
覚
書
・
手
紙
類
が
、
こ
よ
り
で

話
ら
れ
で
あ
る
。
こ
の

際
会
す
る
と
、
次
の

い
に
も
環
拝
す
る
覚
書
・
手
紙
類
と
、

一
類
型

ι分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

吋
凶
事
候
』
を

覚
書
・
手
紙
類
が
、

一
ケ
所

致
す
る
の
が

明
凶
事
帳
h

と

H 

-
手
紙
類
が
、

『
凶
事
棋
恥
で
は
そ
の
内
容
が
メ
モ
に
な
っ
て
記
義

さ
れ
て
あ
る
の
が

一
ケ
所

関

コ
山
事
帳
加
の
記
録
に
な
い
の
が

。
ケ
所

-
手
紙
類
が
、

ー
類
に
麗
す
る
一
つ
は
、

天
保
二
年
一
一
一
月
、
用
人
大
道
寺
次
郎
市
よ
り
寺
社

孝
行
場
時
議
右
葎
門
へ
宛
て
て
、

叫
宝
泉
院
満
義
寺
一
一
件
街
用
状
』
と
し
て
、
…
四

通
が
}
告
に
さ
れ
て
送
り
迭
さ
れ
て
き
た
も
り
で
あ
る
。
勉
の
一
つ
は
、
明
治
二

年
一

O
月
、
社
寺
署
省
主
よ
り
の
泣
程
在
訟
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
送
返
相
済
侯
ハ
ハ

別
抵
当
響
江
相
返
候
様
」
と
あ
り
、
碇
ヶ
関
捕
亡
上
締
葛
原
伊
惣
助
よ
り
送
立
返

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
1
類
は
、
寺
社
方
が
『
凶
事
帳
』

に
留
書
き
の
後
、

送
ち
返
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

2
1泉
院
議
蔵
寺
一
一
件
伽
御
用
状
h

の
な
か
の

七
通
に
、

「
返
事
済
、
中
付
済
、
留
済
」
と
欝
き
加
え
ら
れ
て
い
る
の
を
克
る
と
、

寺
社
方
は
、
普
通
の
場
合
、

-
手
紙
類
を
『
関
幕
張
』
に
留
一
番
き
す
る
と
、

処
分
し
て
し
ま
い
、
留
欝
き
し
な
い
も
の
が
、

g
・
盟
類
と
し
て
現
存
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、

ー
類
は
特
崩
な
場
合
で
現
脊
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。

吋
中
広
泉
説
満
蒙
寺
一
件
御
用
状
知

の
一
四
通
が

可
…
州
事
帳
b

と
一
致
す
る
の

が
九
通
為
り
、

『
藩
庁

E
記
恥
を
加
え
た
一
一
一
書
と
一
致
す
る
の
が
五
通
あ
る
。
そ

の
中
か
ら
史
料

A
を
例
に
あ
げ
る
と
、

『
手
紙
』
と
『
州
出
事
帳
』
と
の
遣
い
は

『
凶
事
帳
』
に
於
い
て
、
宛
て
盛
田
が
臼
付
の
あ
と
に
書
か
れ
て
あ
る
点
だ
け
で
あ

る
口
こ
の
こ
と
は
、
黒
人
大
道
寺
治
郎
市
の
手
紙
が
寺
社
奉
行
岩
崎
藤
左
衛
門
へ
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出
さ
れ
、

そ
れ
が
寺
社
方
の
手
で
吋
凶
事
帳
h

ι謹
書
さ
れ
、

一
方
で
は
、
用
人

よ
れ
ツ
寺
社
奉
行
へ
出
さ
れ
た
と
閉
じ
も
の
が
日
記
役
へ
渡
さ
れ
、

主
務
庁
臼
記
知

の
記
事
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
む
よ
っ
て
吋
凶
事
帳
恥
は
、
留
室
聞
き
で
あ
る
が
、

現
存
す
る
覚
書
・
手
紙
類
か
ら
み
て
、
史
料
翻
値
の
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
嘉
永
四
年
一
一
一
月
一
五
日
、
斎
藤
長
門
か
ら
出
さ
れ
た
権
七
に
鴎
す

る
覚
書
と
、

内
凶
事
帳
』
が
よ
く
似
て
い
て
、

叫
凶
事
帳
』
の
錨
値
に
疑
問
が
出

て
く
る
。
し
か
し
内
容
か
ら
み
て
い
く
と
、
斎
藤
長
門
よ
り
同
じ

E
花、

ま
ず

『
凶
事
帳
』
に
留
番
き
さ
れ
た
も
の
が
出
さ
れ
、

の
ち
拡
出
さ
れ
た
覚
書
が
留
書

き
さ
れ
ず
、

こ
よ
り
で
括
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
は
盟
類
に
属
す
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。



現
存
す

-
手
紙
類
は
な
い
が
、

吋
凶
事
帳
』
か
ら
『
藩
庁
日
記
h

の
記

事
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
蕃
庁
日
記
b

天
保
五
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
記
、
寺
社
奉
行
よ
り
長
利
護
憲
、
長

勝
寺
、
久
護
寺
、
正
長
寺
、
長
勝
寺
役
鵠
祥
端
へ
の
申
渡
し
の
覚
が
、
記
さ
れ
て

あ
る
。
こ
の
五
件
に
つ
い
て
は
、

吋
一
副
事
繰
』
は
、

『
藩
庁
自
記
』
と
一
致
す
る

も
の
を
含
め
て
、

九
通
の
覚
書
・
手
紙
を
留
書
き
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

一
O
月
二
三
日
に
用
人
多
田
一
一
一
左
衛
門
か
、
寺
社
奉
行
対
馬
剤
部
へ
五
件
の
申
渡
を

申
付
け
て
い
る
。

長
科
薩
摩
に
つ
い
て
は
、
寺
社
奉
行
よ
り
神
社
支
龍
の
最
勝
院
へ
、
長
科
護
軍

呼
出
し
の
手
紙
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
長
利
産
車
よ
ち
最
勝
良
へ
、

「
私
議

持
鶏
再
発
仕
出
行
相
成
兼
候
:
:
:
御
用
之
趣
名
代
長
科
民
部
」
へ
と
、
名
代
額
が

出
さ
れ
て
い
る
。
最
勝
院
は
、
こ
の
願
を
付
し
て
寺
社
役
ヘ
、
寺
社
役
よ
ち
寺
社

ヘ
申
出
て
い
る
ι

よ
り
用
人
へ
は
、
車
出
を
関
属
け
て
申
渡
し
を

済
ま
せ
た
と
報
告
し
、
期
入
か
ら
寺
社
奉
行
へ
は
、
関
届
け
た
と
の
手
紙
が
出
さ

れ
て
い
る
。

久
渡
寺
広
つ
い
て
は
、
寺
社
暴
行
よ
り
僧
録
一
放
の
最
勝
院
へ
、

「
久
渡
寺
儀
今

晩
中
韓
上
り
候
様
L

と
手
紙
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
寺
社
奉
行
よ

り
用
入
ヘ
、
久
渡
寺
は
遠
寺
な
の
で
「
罷
よ
り
次
第
可
申
渡
」
と
中
出
て
、
用
人

よ
り
寺
社
奉
行
へ
、

承
知
し
た
と
の
手
紙
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
翠
ニ
四
時

民
な
っ
て
か
ら
、
久
渡
寺
よ
り
最
勝
院
へ
、
宿
坊
の
虫
成
能
雀
土
ま
で
き
て
い
る
と

の
申
出
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
最
勝
院
か
ら
寺
社
役
へ
、
・
申
出
て
い
る
。
寺
社
奉
行

よ
り
用
人
へ
、
久
渡
寺
へ
の
申
渡
が
撰
ん
だ
と
報
告
が
あ
号
、
用
人
よ
れ
ソ
寺
社
翠

行
へ
、
承
知
し
た
と
の
手
紙
が
出
さ
れ
て
い
る
。

い
の
よ
う
に
吋
凶
事
帳
』
か
ら
み
る
と
、
長
科
離
撃
で
な
く
名
代
長
利
民
部
へ

の
申
渡
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
久
渡
寺
へ
の
砲
事
渡
は
、
二
一
一
一
日
で
な
く
二
四
日
で

あ
る
。
こ
の
点
で
『
藩
庁
日
記
h

は、

一
怠
件
の
う
ち
二
件
記
つ
い
て
、
事
実
と
異

な
っ
た
記
識
を
の
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
料
で
述
べ
た
よ
う
に
、
用
人

よ
り
寺
社
奉
行
へ
、
申
渡
議
が
出
さ
れ
、

一
方
で
は
黒
人
よ
り
日
記
方
へ
、
同
じ

内
容
の
も
の
が
渡
さ
れ
、

日
記
役
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
『
審
庁
日
記
h

に
記
し

た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
『
藩
庁
日
記
b

は、

『
凶
事
帳
』

に
み
ら
れ
る
事

実
と
異
な
る
記
録
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

臼
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寺
社
方
の
手
に
な
る
力
背
女
子
村
社
司
小
野
井
讃
陵
錦
山
兵
部
持
宮
健
会
一
件
』

が
、
弘
前
閣
議
館
に
あ
る
。

吋
一
凶
事
繰
』

は
、
こ
れ
と
罷
違
す
る
記
事
を
の
せ
て

い
な
い
が
、
同
じ
筆
撲
を
一
一
一
人
ま
で
確
認
で
き
る
ο

こ
れ
は
、
安
政
二
年
一

O
月

-
よ
り
開

年
一
一
丹
ま
で
三
奉
行
に
及
ぶ
問
題
と
な
っ
た
た
め
斗
諸
事
帳
恥
か
ら

抜
か
れ
た
形
で
、

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
c
よ
っ
て
こ
の
留
書
き
は
4
凶
事
帳
h

と
間
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
接
合
に
関
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
が
、
他
に
七
件
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
留
議
き
か
ら
、

吋
一
潜
庁
日
記
』
の
記
事
官
史
料

B
に
よ
っ
て
み
る

こ
と
に
す
る
。
史
料
日
は
、

上
級
役
所
へ
の
上
申
、

下
級
役
所
ヘ
達
せ
ら
れ
て
い

く
蝶
子
が
よ
く
わ
か
る
。
最
勝
院
よ
り
寺
社
奉
行
へ
あ
て
た
と
考
え
る
も
の
と
、

ヰ
サ
社
奉
行
よ
り
用
人
高
倉
相
模
へ
あ
て
た
も
の
を
み
る
と
、
後
者
で
は
、

「
廿
五



日
L 

の

と

?hdv
れ
て
い
る
。

か
ら
用
人
へ
島
て
た
も
の
と
、

庁
日
記
』

を
み
る
と
、

に
よ
っ

か
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、

」
が
、
親
の

に
よ
っ
て

た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
む

制
御
演
投
写
」
と
あ
る
も
の
は
、

7J¥ 

れ

て
あ
る
こ
と
に
よ

て
、
用
人
か
ら
寺
社
奉
行
へ
あ
て
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
内
容
が
、
寺
社
奉
行
よ
り
持
社
支
詑
の
最
務
長
へ
達
せ
ら
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
と
こ
ろ
の
『
藩
庁
日
記
』

は
、
ハ
円
。
で
み
た
の
と
違
い
、
寺

社
奉
行
よ
り
用
人
ヘ
出
さ
あ
た
上
申
全
日
を
も
と
に
し
て
、
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る

G

弘
前
閣
議
館
の

第
七
巻
、

話
郷
土
史
文
献
解
題
』
拡
は

-25-

む奇

tま

な
ど
を

し
た
も
の
で
あ
る
J

と、

同
文
で
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
諜
ち
で
は
、

は

『
凶

に
よ
っ
て

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
レ
。
用
人
よ

ヘ
出
さ
れ
た
も
の

さ
れ
、
用
人
よ
れ
ノ

ヘ
出
さ

れ
た
も
の
が
、

苧
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ソ
、
そ
こ
拡
用
人
か
ら
別

々
に
流
れ

の
あ
り
方
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

よ
り
用
人

へ
の
上
申
書

ま
ι
ん
は
そ
の
写
し
が
、
用
人
よ
れ
ツ
日
記
役
へ
接
さ
れ
て
、

日
記
』
の

に
な
っ
た
も
の
で
為
る
と
考
え
る
。

ハ
史
料
は
次
貰
へ
つ
づ
く
〉



料

A 

(1 ) 

コ
境
庁
日
記
」

天
保
ニ
年
一
ニ
月
二
六
日

長
勝
寺
申
出
候
定
泉
院
満
蔵
寺

儀
宗
門
厳
科

取
行
狭
間
御
任

せ
被
仰
付
度
旨
番
組
申
出
鉄
得

共
故
障
之
筋
有
之
一
一
付
難
被
仰

付
侯
此
度
右
両

江
被
伸
付
之

趣
差
合
外
支
配
之
僧
侶
共
迫
右

様
不
行
状
之
儀
無
之
厚
教
導
致

被候

皆様
表・被
崎・仰

藤・付

左・験
衛・此

r~・旨
江・締
申・申
遺・付
之・可

(2) 

手

紙

〈
宛
て
書
)

岩
崎
藤
左
衛
門
様

大

道

治

都

市

以-
手・
紙・〈
致・異
啓・

上・筆
供・〉

長選
勝事
寺務
申
出

挟
宝
泉
綻
満
蔵
寺
儀
宗
門
厳
科

に
取
行
設
問
御
任
せ
披
仰
付
度

旨
番
結
申
出
候
得
共
故
障
之
筋

省
之
一
一
付
難
被
梅
村
長
此
度
右

両
寺
江
被
仰
付
之
趣
差
合
外
支

配
之
僧
揺
共
追
右
様
不
行
状
之

議
無
之
嫌
悪
教
導
致
誤
様
被
保

付
候
此
智
御
申
付
可
被
成
候以

，上

十
二
月
廿
六
昌

(3) 

「
凶
事
帳
』

以
手
紙
致
啓
上
骨
長
欝

申
出

侯
宝
泉
佐
講
蔵
寺
議
集
門
厳
科

に
取
行
之
間
御
在
被
仰
付
度
旨

委
縮
申
出
候
得
共
故
障
之
務
脊

之
問
一
付
難
被
仰
付
候
批
度
右
両

-
寺
江
被
保
付
之
趣
麓
合
外
支
配
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之
僧
侶
共
江
布
擦
不
行
状
之
儀

無
之
標
車
教
導
致
之
様
披
仰
付

御
此
皆
御
率
付
可
被
成
候

以

上

十
二
月
廿
六
日

崎
藤
左
横
門
様大

道

治
郎
市



史

料

B 

ω「
青
女
子
村
社
一
一
同

小
野
井
讃
岐
舘

山
兵
部
持
官
接

合
一
件
」

一
、
下
膏
女
子
村
住
居
大
性

村
神
明
宮
社
司
小
野
井

讃
較
井
仲
上
総
儀
不
屈

之
儀
有
之
ニ
付
当
四
月

廿
正
日
動
服
申
付
上
総

儀

親

類

広

須

村

社

苛

工

藤

播

磨

方

拝

預

槙

申
付
同
人
持
宮
之
議
者

親
類
斎
藤
筑
後
江
頭
重

申
候
然
ニ
数
月
ニ
茂
桓

成
同
人
共
怠
相
慎
罷
右
侯

間
讃
岐
難
襲
岩
盤
許
之

上
隣
府
申
付
枠
上
総
議

静
静
静
か
静
静
仲

b
b

親
讃
岐
跡
職
相
続
申
付

度
奉
存
候
被
抑
付
薮
下

援
護
此
段

十
一
月

候
以
上

最
勝
院

(
寺
社
奉
行
〉

(2) 

子
村
社
司

小
野
井
讃
岐
舘

山
兵
部
持
宮
接

合
一
件
』

一

、

下

女

子

村

位

大

性

村
神
明
智
社
瑚
小
野
井

讃
岐
芽
仲
上
総
議
不
勝

之
儀
有
之
ニ
付
当
四
月

聾
居
申
付
上
総
犠
親
類

広
賓
村
社
司
工
藤
播
磨

紅
預
慎
申
付
向
人
持
宮

之
儀
ハ
親
鎖
斎
議
筑
後

江
預
置
候
慮
数
月
四
一
も

相
成
問
人
共
態
度
相
模

寵
有
供
問
讃
般
競
艶
賠

器
許
之
上
隠
島
市
中
付
持

上
議
議
掛
動
静
協
が
静
静

許
之
上
謀
議
岐
跡
職
相

続
出
'
付
度
話
最
勝
院
よ
り

申
出
候
間
私
共
ニ
問
問

題
免
許
可
申
付
与
奉
存

蓑
然
二
先
頃
瑞
祥
院
様

儲
締
法
会
ニ
付
大
赦
顕
番

付
差
上
麓
候
儀
も
御
鹿

狭
間
御
調
崩
被
仰
付
度

批
段
事
伺
候
以
上

十
一
丹
十
日寺

社
奉
行

〈
用
人
)

高
金
相
模
様

(3) 

日

安
敬
三
年

口一目

一六

月

、
宇
佐
静
一
伊
恥
砂
H
W
下
青

女
子
村
住
居
大
性
村
神

明
智
社
町
小
野
井
謙
較

芽
仲
上
総
儀
不
賜
之
儀

有

当

四

月

掛

謄

申

付

上
総
儀
親
類
広
須
村
社

時
工
藤
簿
謄
蕊
預
棋
申

付
詩
人
持
宮
之
儀
者
親

娯
楽
藤
筑
後
江
預
置
候

匙
数

nn
ュ
茂
相
成
問
人

共
急
産
相
模
罷
有
候
間

讃
岐
儀
塾
居
差
許
之
上

露
呈
申
付
枠
上
総
儀
親

讃
較
跡
駿
相
続
申
付
度

韓
議
接
院
よ
り
申
出
候
関

本
共
ニ
間
期
腐
免
許
可

申
討
与
奉
存
候
然
ェ
先

顎
寝
祥
院
様
御
法
会
ニ

付
大
教
願
書
付
差
上
霊

長
義
茂
御
座
候
間
御
問

題
接
持
付
度
儀
伺
之
通

接
待
付

小

W

「
背
女
子

小
野

山
丘

合
一

御
済
候
写

一

、

下

女

子

村

住

火

性

村
神
明
宮
社
司
小
野
弁

護
較
芽
枠
上
総
義
不
届

之
儀
有
之
塾
居
申
付
上

総
議
ハ
斎
藤
播
磨
江
預

申
待
持
宮
之
儀
ハ
斎
藤

筑
稜
江
頭
置
供
処
数
月

ユ
も
相
成
樹
棋
鶴
有
能

関
讃
較
議
接
賠
麓
許
之

上
鶴
居
申
付
枠
上
総
儀

跡
職
相
続
串
付
度
儀
旬

之
通
申
付
候
此
旨
可
披

梅
付
侯
以
上

十
一
見
廿
六
日
達
済

〈
用
人
〉

行
〉
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詑(
1
)
 

弘
前
図
書
鰐
蔵
の

J
凶
事
蝶
a
h

は
、
寛
政
九
年
ー
か
ら
明
治
二
年
ま
で

社
奉
行
配
下
の

に
よ
っ
て
、
六
冊
に
留
書
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

」
の
う
ち
一
一
一
冊
は

a

師
、
ほ
か
の
三
需
は
]
削
事
御
用
留
も
と
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
ヲ
凶
事
帳
a
h

と
よ
ん
だ
。

(
2〉

弘
信
図
書
館
慈
の
日
間
は
、

い
ろ
い
ろ
な
よ
び
方
が
さ
れ
て
い
る
が
、

」
こ
で
は
向
蕗
の
よ
び
方
に
し
た
が
っ
て
司
藩
苛
在
記
ι
と
し
た
。

〈

3
〉

社
寺
署
は
、

に
よ
っ
て

の
組
織
が
改
正
さ
れ
、
名

称
の

あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

〈

4
)

宝
成
設
は
、

の
塔
中
で
あ
る
。
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